
議案第１号

上記の議案を提出する。

（提案内容）

（提案理由）

　行政財産使用許可（旧木下川小学校）について

　別紙のとおり許可する。

平 成 29年 1月 19日

提出者　墨田区教育委員会教育長　　加　藤　裕　之

　旧木下川小学校土地の一部について行政財産使用許可申請があり、墨田区公有財

産管理規則（昭和３９年墨田区規則第１２号）第２１条の２第４号の規定により、

その土地の使用を許可する必要がある。
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行政財産使用許可（旧木下川小学校）について 
 
１ 理由 
現在、墨田区教育委員会では、社会福祉法人吉祥福寿会に対して旧木下川小学校の土

地に係る行政財産使用許可（許可番号第４６３号及び第４６５号）を行い、用地の一部

を特別養護老人ホーム新築工事の用に供している。 
この度、特別養護老人ホーム新築工事が工期延長となることに伴い、平成２８年１２

月１６日付けで、社会福祉法人吉祥福寿会より旧木下川小学校の土地に係る行政財産使

用許可申請が行われた。また、本件は、特別養護老人ホーム誘致の所管である福祉保健

部介護保険課より、社会福祉法人吉祥福寿会から行政財産使用許可申請が行われる事に

ついて、協力依頼を受けている。 
本申請については、墨田区公有財産管理規則第２１条の２第４号に該当し、管理運営

上支障が認められないため、旧木下川小学校の土地の使用を許可する。 
 

２ 行政財産使用許可後の施設貸出の取扱 
  現在、旧木下川小学校では、行政財産使用許可（許可番号第４６３号及び第４６５号）

に伴い、貸出施設（校庭）の面積を縮小（約１，０００㎡から約４００㎡へ）して施設

貸出を実施している。 
当該状況が平成２９年２月１日から平成２９年３月３１日の期間も継続することにつ

いては、前回同様に施設利用者への電話連絡や現地での張り紙等により周知を行う。 
 
３ 使用物件及び使用期間 
旧木下川小学校（使用期間 平成２９年２月１日から平成２９年３月３１日） 

  所在地 墨田区東墨田二丁目６７番１３（地番） 
  名称  旧木下川小学校 
  種類  土地  
  数量  ８０３．４７㎡ 
 
参考：許可番号第４６３号 

     使用期間 平成２８年１月２０日から平成２９年１月３１日 
    数量   ３０３．４７㎡ 
 
    許可番号第４６５号 
    使用期間 平成２８年５月７日から平成２９年１月３１日 

 数量   ５００．００㎡ 
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４ 行政財産の使用を許可する相手 
住所  埼玉県蓮田市大字閏戸１８８５番地 

  氏名  社会福祉法人 吉祥福寿会 
      理事長 王 増富 
 
５ 使用目的 
  特別養護老人ホーム新築工事に伴い、当該地を使用する必要が生じたため 
 
６ 行政財産使用料 
  （１）１月あたりの貸付料 

※墨田区行政財産使用料条例第２条第１項第１号に基づき計算 
    150,650,625      ×  2.5/1,000  ＝  376,626円（１円未満端数切捨て） 

貸付地の価格         係数 
 

（２）貸付期間分の貸付料 （平成２９年２月１日から平成２９年３月３１日） 
376,626円      ×      2       ＝   753,252円 

       １月あたりの貸付料       月数 
 
７ 関係資料 
  別紙のとおり 
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①地方自治法（昭和２２年４月１７日法律第６７号）第２３８条の４第７項 
（行政財産の管理及び処分） 
第 238条の 4第 7項 
7 行政財産は、その用途又は目的を妨げない限度においてその使用を許可することができ
る。 
 
②墨田区公有財産管理規則（昭和３９年墨田区規則第１２号）第２１条の２第４号  
(使用の許可) 
第 21条の 2 法第 238条の 4第 7項の規定により、行政財産の使用を許可することができ
る場合は、次のいずれかに該当するときに限るものとする。 
 (4) 隣接土地所有者又は使用者が、当該土地を利用するため相隣関係上やむを得ない事情
があると認められる場合 
 
③墨田区行政財産使用料条例（昭和５０年墨田区条例第１３号）第２条第１項第１号 
(使用料の額) 
第 2条 使用料は、1月当たりの額により算出するものとし、その額は、財産の種類及び使
用の状況に応じ、次のとおりとする。 
(1) 土地を使用させる場合には、当該土地の位置、形状、使用の態様等を考慮して算定し
た当該土地の適正な価格に 1,000分の 2.5を乗じて得た額 

関係法令 
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saitou-kyouko
フリーテキスト
ここにメモを書いてください。

saitou-kyouko
フリーテキスト
6

saitou-kyouko
直線
ここにメモを書いてください。



                      第   号 
行政財産使用許可書 

 
住所 埼玉県蓮田市大字閏戸１８８５番地 
氏名 社会福祉法人 吉祥福寿会 

理事長 王 増富 
        

 
 平成２８年１２月１６日付けをもって申請のあった墨田区行政財産の使用について

は、地方自治法第２３８条の４第７項の規定に基づき、下記の条件を付して許可する。 
 
 平成  年  月  日 

墨田区教育委員会     
 

記 
 
 （使用物件） 
第１条 使用を許可する物件（以下「使用物件」という。）は、次のとおりとする。 
 所  在 墨田区東墨田二丁目６７番１３ 
 種  類 土地 
 名  称 旧木下川小学校 
 数  量 ８０３．４７㎡ 
 使用部分 別紙図面のとおり 
 （用途） 
第２条 使用者は、使用物件を特別養護老人ホーム新築工事の用に供しなければならな

い。 
 （使用期間及び更新をする場合の申請） 
第３条 使用期間は、平成２９年２月１日から平成２９年３月３１日までの期間とする。 
２ 前項の使用期間の更新は、認めない。 
 （使用料及び延滞金） 
第４条 使用料は、月額３７６，６２６円とし、墨田区の発行する納入通知書により、

その指定する納入期限までに納入しなければならない。 
２ 指定する納入期限までに使用料を納入しないときは、その納入期限の翌日から納入

の日までの日数に応じ、当該使用料の金額につき年１４．６％（納付期限の翌日から

１月を経過する期間については、年７．３％）の割合で計算した金額を延滞金として

支払わなければならない。この場合において、年当たりの割合は、うるう年を含む期

間についても、３６５日当たりの割合とする。 
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 （使用料の改定） 
第５条 経済事情の変化、不動産価格の変動等により使用料の額が不相当になったとき

は、これを改定することができる。 
 （経費の負担等） 
第６条 使用者は、使用物件の維持保存のため通常必要とする経費のほか、当該使用物

件に付帯する電話、暖房、電気、ガス及び水道等の諸設備の実費を負担しなければな

らない。 
 （使用上の制限） 
第７条 使用者は、使用物件の現状を変更し、若しくは使用物件に修繕を加え、又は使

用物件に工作物を設置してはならない。ただし、あらかじめ詳細な理由を付した書面

をもって墨田区教育委員会に申請し、その承認を受けたときは、この限りでない。 
 （転貸譲渡の禁止） 
第８条 使用者は、使用許可に基づく権利を担保に供し、若しくは第三者に譲渡し、又

は使用物件を転貸してはならない。 
 （使用許可の取消し又は変更） 
第９条 次のいずれかに該当する事由が生じたときは、当該使用許可を取消し又は変更

することができる。 
 ⑴ 公用又は公共用に供するため必要を生じたとき。 
 ⑵ 使用物件の管理が良好でないと認められるとき。 
 ⑶ この許可条件に違反する行為があると認めるとき。 
 （損失の不補償及び使用料の不還付） 
第１０条 前条の規定により、使用許可の取消し又は変更をした場合において、使用者

に損失が生じたとしてもその補償をしない。 
２ 既に納めた使用料は還付しない。ただし、やむを得ない理由があると認めたときは

その全部又は一部を返還することができる。 
 （原状回復の義務） 
第１１条 使用者は、使用期間が満了したとき、使用許可を取り消されたとき、又は使

用期間の中途で使用物件を返還しようとするときは、指定された期日までに当該使用

物件を原状に回復しなければならない。 
 （損害賠償） 
第１２条 使用者は、その責に帰する理由によって使用物件の全部又は一部を滅失し、

又はき損したときは、当該物件の損害額に相当する金額を損害賠償金として支払わな

ければならない。ただし、使用者の負担において、原状に回復したと認められたとき

は、この限りでない。 
２ 前項に定めるものを除くほか、使用者は、この許可条件に違反したため区に損害を

与えたときは、その損害額に相当する金額を損害賠償金として支払わなければならな

い。 
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３ 前２項の損害賠償金の額は、墨田区教育委員会が算定した額とする。 
 （有益費等の請求権の放棄） 
第１３条 使用者は、使用物件の維持、保存、改良のため支出した有益費、必要費その

他の費用については、これを請求しないものとする。 
 （実地調査等） 
第１４条 墨田区教育委員会が使用物件について実地に調査し、又は所要の報告を求め

た場合は、使用者は、この調査を拒み、若しくは妨げ、又は報告を怠ってはならない。 
 （疑義の決定） 
第１５条 この許可条件について疑義があるとき又は定めのない事項については、協議

のうえ墨田区教育委員会が決定する。 
 
 
 
１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算

して３か月以内に墨田区長に対して審査請求をすることができる（なお、この決定が

あったことを知った日の翌日から起算して３か月以内であっても、この決定の日の翌

日から起算して１年を経過すると審査請求をすることができなくなる。）。 
２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６か月

以内に、墨田区を被告として（訴訟において墨田区を代表する者は墨田区教育委員会

となる。）、処分の取消しの訴えを提起することができる（なお、この決定があったこ

とを知った日の翌日から起算して６か月以内であっても、この決定の日の翌日から起

算して１年を経過すると処分の取消しの訴えを提起することができなくなる。）。ただ

し、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請求に対する決定があったことを知

った日の翌日から起算して６か月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができ

る。 
３ 当分の間、第４条第２項に規定する延滞金の年１４．６パーセントの割合及び年７．

３パーセントの割合は、同項の規定にかかわらず、各年の特例基準割合（当該年の前

年に租税特別措置法（昭和３２年法律第２６号）第９３条第２項の規定により告示さ

れた割合に年１パーセントの割合を加算した割合をいう。以下同じ。）が年７．３パ

ーセントの割合に満たない場合には、その年（以下「特例基準割合適用年」という。）

中においては、年１４．６パーセントの割合にあっては当該特例基準割合適用年にお

ける特例基準割合に年７．３パーセントの割合を加算した割合とし、年７．３パーセ

ントの割合にあっては当該特例基準割合に年１パーセントの割合を加算した割合（当

該加算した割合が年７．３パーセントの割合を超える場合には、年７．３パーセント

の割合）とする。 
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資 料 １   

教育課題の進捗状況について（平成２９年１月報告分） 

課題名 進捗状況 主管課 

学校ＩＣＴ化の

推進 

【計画】  

電子黒板の設置拡充 

 ■導入校本稼働開始 

 ■ＩＣＴ巡回員による導入時サポート 

 ■設置校による授業公開 

【実績】 

 電子黒板の設置拡充 

 ■導入校（小１９校）本稼働開始 

 ■ＩＣＴ巡回員による導入時サポート（２校） 

  各校：午前中、５日間サポート 

 ■設置校によるＩＣＴ授業公開（３校） 

■校務ＰＣのサーバに、各学年・教科別ごとにデータ

を収納できるよう「共有コンテンツ」を設定 

■「共有コンテンツ」内に、各学年・教科別の「ふり

かえりシート」を掲載。１月以降に学習内容の振り

返りを行うよう学校へ依頼 

【進捗状況】順調・遅延・他（  ） 

庶務課 

指導室 

すみだ教育

研究所 

すみだ教育指針

の策定 

【計画】 

 ■パブリックコメントの実施 

【実績】 

 ■パブリックコメントの実施 

 ■すみだ教育指針素案を議会報告（12/1） 

【進捗状況】順調・遅延・他（  ） 

すみだ教育

研究所 

学力向上新３か

年計画の実施 

【計画】 

 ■すみだ学力向上推進会議 

【実績】 

 ■すみだ学力向上推進会議（12/13） 

 ■すみだ学力向上推進会議報告書作成準備 

【進捗状況】順調・遅延・他（  ） 

すみだ教育

研究所 

 

幼保小中一貫教

育の推進 

【計画】  

 ■一貫教育巡回指導員による助言・支援 

 ■中学校スタートブック（仮）の検討 

【実績】 

 ■一貫教育巡回指導員による助言・支援 

 ■中学校スタートブック（仮）の検討 

 ■幼保小中一貫教育フォーラムの準備 

【進捗状況】順調・遅延・他（  ） 

すみだ教育

研究所 
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課題名 進捗状況 主管課 

（仮称）総合運動

場等整備事業 

【計画】 

 ■基本・実施設計定例会 

 ■旧鐘淵中学校解体工事に係る地元町会説明 

 ■旧鐘淵中学校の解体工事 

 ■東白鬚公園一体化整備に係る都建設局協議 

【実績】 

 ■基本・実施設計委託業者との定例会（営繕課） 

 ■旧鐘淵中学校解体工事に係る地元町会への説明 

 ■旧鐘淵中学校の解体工事着手 

■東白鬚公園一体化整備に係る都建設局（東部公園 

緑地事務所）との協議 

【進捗状況】順調・遅延・他（  ） 

スポーツ振

興課 
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